
東邦大学医療センター大森病院臨床研修プログラム 

整形外科専門研修コース（大森） 

 
募集定員                             
若干名 
 
コースの特徴                           
整形外科専門医を育成することを目的とする。日本整形外科学会認定整形外科専門医レベルとして、四

肢・体幹の運動器疾患に対する専門的な知識と技能に裏付けされた的確な診断と治療が安全に遂行でき

るようになることを最終目標として定める。後期臨床研修１年目では整形外科指導医のもとで、整形外

科の基本的診断・治療手技を習得するとともに、あわせて脊椎・四肢外傷に対するプライマリーケア技

能を身につける。2～3 年目では当施設関連の研修病院において実地医療を経験し、外傷のみならず脊

椎・関節の変性疾患、骨軟部腫瘍、リウマチ性疾患、運動器リハビリテーションの実際的な外来診療、

検査・手術手技を各施設の指導医のもとで実施体験する。4～5 年目ではふたたび大学病院において脊椎

外科、関節外科、腫瘍外科、手の外科、リウマチ疾患、整形外科外傷の疾患各論について、それぞれの

診療・研究班を順次ローテートして豊富な症例数を一定期間ずつ集中的に経験し、より専門的な診断お

よび保存的／手術的治療法を習得することを目標とする。なお、本研修プログラム期間を通じて自己の

経験した症例を整形外科関係の学会・研究会において報告、筆頭著者として論文にまとめ投稿し、日本

整形外科学会整形外科専門医試験の受験資格を得るようにする。さらに自身の興味ある専門領域での基

礎的・臨床的研究に従事し、学会発表・論文作成を行っていく。 
 
研修カリキュラム 
１年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院 整形外科学講座 
研修期間 
1 年間 
習得内容 
整形外科的基礎知識ならびに基本診察方法、検査手技、治療法を習得する。特に外傷を中心としたプラ

イマリーケアや、整形外科的に緊急性を有する疾患を正しく診断できるようになる。 
 
２～３年目  
病院名・診療科 
大森赤十字病院 
研修期間 
2 年間 
習得内容 
当施設関連の教育研修病院において、整形外科的臨床実地医療を経験する。基礎知識ならびに基本診察

方法、検査手技、治療法を習得する。患者個々の問題点に対する的確な検査、診断、治療指針を自分自

身で構築できるようになること、基本的手術手技を習得することを目標とする。運動器疾患を有する患



者が整形外科に何を求めているのか、また現時点においてどこまでが整形外科医療の限界なのか、さら

には現時点での自身の限界なのかを実地医療を通して知る。 
 
４年目以降  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院 整形外科学講座 
研修期間 
2 年間 
習得内容 
脊椎外科、関節外科、手の外科、骨軟部腫瘍外科、スポーツ整形、リウマチ外科などの疾患各論につい

て、それぞれの診療・研究班を順次ローテートして豊富な症例数を 3～6 ヵ月ずつ集中的に経験し、整

形外科専門医取得に必要な、より専門的知識・技能を習得することを目標とする。この期間中までに専

門医試験受験資格に必須の学会発表（筆頭演者）１回、論文掲載（筆頭著者）１編を完了させることと

する。 
 
週間予定 
東邦大学医療センター大森病院 
  月曜日：外来、病棟、手術 
      AM 7:30 抄読会、ミニレクチャー 
      PM 3:00 教授回診 
      PM 5:30 総合カンファレンス、学会予演会、医局会 
  火曜日：外来、病棟、手術 
      PM 5:00 脊椎カンファレンス 
  水曜日：外来、病棟、手術 
  木曜日：外来、病棟、手術 
  金曜日：外来、病棟、手術 
      AM 7:30 術後カンファレンス 
  土曜日：外来 
 
大森赤十字病院 
  月曜日：外来、病棟、手術 
  火曜日：外来 
      PM 3:30 病棟総回診、カンファレンス 
  水曜日：外来、病棟、手術 
  木曜日：外来、病棟、手術 
  金曜日：外来、病棟、手術 
  土曜日：病棟 
 
教育関連病院・施設 
大森赤十字病院  実施責任者 中瀬 浩史 



木更津東邦病院  指導責任者 小島 國利 
横浜東邦病院   指導責任者 梅田 嘉明 
 
コースの実績 
東邦大学整形外科学講座(大森)ならびに当教室関連病院に派遣している在籍医局員全員が在籍７年目以

降、日本整形外科学会認定整形外科専門医試験を受験、合格し、専門医資格を取得している。その後

sub-specialty として日本整形外科学会認定の脊椎脊髄病医、スポーツ医、リウマチ医、リハビリテー

ション医のうちいずれか、または複数の資格を取得している。その上で希望者はさらに専門性に特化し

た日本脊椎脊髄病学会認定脊椎脊髄病指導医（現在 3 名在籍）、日本手の外科学会認定手の外科指導医

（現在１名在籍）の取得を目指すものとする。 
 
コースの指導状況 
東邦大学医療センター大森病院においては常勤指導教官として教授 2 名、准教授 3 名、講師 2 名、助教

8 名がそれぞれの整形外科専門分野において逐一指導を行っている。関連教育研修病院においてはそれ

ぞれの地域特有の疾患分布があり、治療対象疾患にかたよりがあるため、施設間のローテーションを行

いながら各施設の整形外科部長ならびに整形外科専門医スタッフによる臨床実地指導を行っている。ま

た学術的には日本整形外科学会学術総会への出席義務をはじめ、専門分野学会への参加、他大学整形外

科教室との年３回の合同カンファレンス、関東地区を中心とした地方会への演題発表等を行い、併せて

発表内容を論文としてまとめ、整形外科関連雑誌への投稿を指導している。 
 
学位・大学院と海外留学について 
学位取得： 
現在常勤医局員のうち医学博士取得者は 10 名（甲：4名、乙 6名）であり、大学院在籍者 3 名は主と

して整形外科基礎研究に従事している。当教室では大学院進学希望者を積極的に受け入れており、研究

テーマは研修医自身の興味ある分野を中心に研修医の希望を確認したうえで最終的に指導教授により

決定される。大学院を希望しない者も、興味ある臨床分野での研究希望があれば学位取得にむけて指導

医と意見交換ののちにテーマを決定する。医局派遣関連病院の整形外科部長も原則として医学博士取得

者としている。 
海外留学： 
常勤医局員のうち海外留学経験者は教授 1 名、准教授 2 名であり、それぞれ１～２年のアメリカ整形外

科関連施設への留学経験を有している。希望者には一定の業績評価をしたのち、積極的に海外留学が行

えるように配慮している。 
 
評価及び修了認定 
研修指導責任者が指導医の評価表を参考に基本的知識ならびに論理的思考に基づいた診断・治療能力が

習得されたかを総合評価する。学術集会への参加回数や学会発表回数、論文数も参考とする。日本整形

外科学会認定整形外科専門医の取得（次項）をもって研修認定の最終判断を行う。 
 
 
 



認定医・専門医の取得等 
 

学会等名 日本整形外科学会 

資格名 整形外科専門医 

資格要件 
４年以上学会会員であり、学会認定の教育研修施設で６年以上の臨床経験を有し、

一定の書類審査に合格した後、学会の定める専門医試験（筆記、口頭）に合格した

もの。 

【Sub-specialty】 
上記整形外科専門医を取得した後、日本整形外科学会ではさらに専門性の高い sub-specialty として認

定スポーツ医、認定脊椎脊髄病医、認定脊椎内視鏡医、認定リウマチ医、認定リハビリテーション医を

一定の研修講義単位の取得、書類審査に合格した後、取得することができる。 
その他、専門分野別に以下の学会が個々に定める規定により各々の認定医、指導医の取得が可能である。 
    学会名 ：日本リウマチ学会 
    資格名 ：専門医 
 
    学会名 ：日本脊椎脊髄病学会 
    資格名 ：指導医 
 


